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嚙
み
合
わ
ぬ
愛
―
張
資
平
が
描
い
た
日
中
戀
愛
を
中
心
に

喬
　

亞
寧

は
じ
め
に

　

大
正
時
代
、
日
本
を
目
指
し
て
き
た
中
國
人
留
學
生
の
多
く
が
、
當
時
の
最
新

思
想
で
あ
っ
た
「
戀
愛
」
を
受
け
入
れ
て
日
本
人
女
性
を
相
手
に
そ
の
實
踐
を
試

み
た
。
彼
ら
は
「
戀
愛
」
と
い
う
新
し
い
槪
念（

（
（

の
他
、
戀
愛
至
上
や
靈
肉
合
一
な

ど
の
關
連
し
た
言
說
も
中
國
に
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
槪
念
は
ほ

ぼ
形
而
上
的
な
空
論
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
っ
た
。
前
近
代
思
想
の
殘
滓
や
外
部
か

ら
の
抑
壓
も
あ
り
、
留
學
生
と
日
本
人
女
性
の
戀
愛
實
踐
は
成
就
す
る
よ
り
も
破

綻
に
終
わ
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
挫
折
に
終
わ
っ
た
最

初
期
の
戀
愛
の
實
踐
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
物
語
は
、
中
國
人
が
戀
愛
と
出
會
っ
た

際
に
突
き
當
た
っ
た
問
題
の
所
在
を
敎
え
て
く
れ
る
貴
重
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
殘
し
た
課
題
に
よ
っ
て
、
五
四
時
期
に
說
か
れ
た
戀

愛
の
理
想
を
相
對
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
發
想
に
基

づ
き
、
本
論
は
大
正
期
の
日
本
に
お
け
る
男
子
留
學
生
と
日
本
人
女
性
と
の
戀
愛

表
象
に
つ
い
て
、
創
造
社
初
期
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
張
資
平
の
留
學
期
の
小
說
を
中

心
に
取
り
上
げ
た
い
。

　

張
資
平
（
一
八
九
三
～
一
九
五
九
）
は
淸
朝
末
期
、
廣
東
省
の
客
家
人
家
庭
に
生

ま
れ
、
一
九
一
二
年
に
官
費
留
學
生
と
し
て
日
本
へ
赴
い
た
。
大
學
豫
科
時
代
、

彼
も
田
舍
の
女
學
生
な
ど
の
日
本
人
女
性
と
付
き
合
っ
た
が
、
そ
の
戀
が
實
る
こ

と
は
な
か
っ
た（

（
（

。
が
っ
か
り
し
た
彼
は
自
分
の
戀
愛
を
記
錄
し
た
材
料
を
「
黛
玉

が
詩
稿
を
燃
や
し
た
よ
う
に
火
中
に
投
じ
た（

（
（

」
の
ち
、
舊
式
の
結
婚
を
選
擇
し
た

の
だ
っ
た
。
彼
が
留
學
中
に
書
い
た
作
品
「
沖
積
期
化
石（

（
（

」（
一
九
二
二
）、「
一
班

冗
員
的
生
活（

（
（

」（
一
九
二
二
）、「
她
悵
望
着
祖
國
的
天
野（

（
（

」（
一
九
二
二
）
は
自
分
自

身
の
挫
折
經
驗
を
反
映
し
た
も
の
か
、
留
學
生
の
戀
愛
は
ど
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ

て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
三
作
は
日
本
人
女
性
と
の
關
係
に
壓
力
を
感

じ
た
り
、
心
が
搖
ら
い
だ
り
す
る
留
學
生
の
身
振
り
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
。
滑

稽
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
描
寫
は
他
の
創
造
社
同
人
が
描
い
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

戀
愛
像
と
著
し
く
異
な
る
も
の
だ
。

　

張
資
平
の
綴
っ
た
反
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
戀
愛
像
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
留
學
生
の
姿
を
リ
ア
ル
に
え
ぐ
り
出
す
そ
の
手
法
は
ど
こ
か
ら
き

た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
中
國
人
留
學

生
と
日
本
の
下
層
社
會
の
女
性
の
間
の
戀
愛
に
焦
點
を
當
て
て
論
じ
て
み
た
い
。

　

具
體
的
に
は
、
ま
ず
新
聞
記
事
な
ど
の
資
料
に
反
映
さ
れ
た
留
學
生
の
戀
愛
像

に
廹
り
、
創
造
社
同
人
の
描
い
た
「
叶
わ
ぬ
戀
」
と
い
う
虛
像
と
の
差
異
を
確
認
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す
る
。
そ
の
の
ち
、
張
資
平
の
「
沖
積
期
化
石
」「
一
班
冗
員
的
生
活
」「
她
悵
望

着
祖
國
的
天
野
」
が
日
本
人
女
性
と
留
學
生
を
「
一
途
な
女
／
搖
ら
ぐ
男
」
と
い

う
リ
ア
ル
な
構
圖
で
描
い
た
こ
と
の
意
味
を
檢
討
す
る
。
次
に
、
平
江
不
肖
生
の

通
俗
小
說
『
留
東
外
史
』
と
の
比
較
分
析
を
通
じ
、
張
資
平
の
戀
愛
小
說
を
『
留

東
外
史
』
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
て
み
た
い
。
最
後
に
、
張
資
平

の
「
寫
實
的
手
腕
」
の
獨
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

1
　
近
代
留
日
學
生
と
戀
愛

　

淸
末
民
初
、
大
量
の
中
國
人
留
學
生
が
日
本
に
赴
い
た
の
は
ち
ょ
う
ど
北
村
透

谷
「
戀
愛
は
人
世
の
祕
鑰
な
り
」、
厨
川
白
村
「
ラ
ブ
イ
ズ
ベ
ス
ト（

（
（

」
と
い
っ
た

戀
愛
言
說
が
世
論
を
席
卷
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
ま
た
、『
魔
風
戀
風
』（
一
九

〇
三
）『
蒲
團
』（
一
九
〇
七
）
と
い
っ
た
明
治
文
學
に
は
、
ハ
イ
カ
ラ
で
自
由
闊

達
な
女
學
生
が
理
想
の
戀
愛
對
象
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。
張
資
平
が
「
つ
ば
め

の
よ
う
な
女
學
生
に
向
か
っ
て
戀
愛
を
追
求
し
た
い（

（
（

」
と
書
い
て
い
た
よ
う
に
、

日
本
で
近
代
的
な
空
氣
を
呼
吸
し
た
中
國
人
留
學
生
も
女
學
生
と
の
甘
美
な
戀
に

憧
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
實
際
に
は
、
當
時
の
日
本
社
會
に
お
け
る
中
國
人
差
別
の
現
實
は
嚴
し

く
、
留
學
生
が
女
學
生
と
交
際
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
無
理
な
こ
と
だ
っ
た
。
女
學
生

に
代
わ
っ
て
、
彼
ら
の
作
品
の
隨
所
に
登
場
す
る
身
近
な
戀
愛
對
象
と
な
っ
た
の

が
下
層
社
會
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
李
叔
同
は
彼
の
繪
の
モ
デ
ル
を
つ

と
め
た
日
本
人
女
性
を
戀
人
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
周
作
人
の
妻
で
あ
る
羽

太
信
子
は
酌
婦
や
下
女
を
經
驗
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
郁
達
夫
の
愛
し
た
隆
子

は
小
賣
店
の
娘
だ
っ
た（

（1
（

。
當
時
の
中
國
の
新
聞
も
、
留
學
生
の
交
際
相
手
は
日
本

の
下
層
社
會
の
女
性
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
留
學
生
が
正
式
に
日
本
人
女
性
と
結

婚
す
る
割
合
は
百
分
の
一
未
滿
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
「
料
理
店
の
酌
婦
、
病
院

の
看
護
婦
、
旅
館
の
下
女
」
な
ど
の
下
層
社
會
の
女
性
で
あ
る
と
指
摘
し
た
新
聞

記
事
「
淸
日
連
姻
不
易（

（1
（

」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
女
性
と
留
學
生
の
戀
愛
は
、
對
等
な
立
場
の
上
に
築
か
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
當
時
、「
女
性
性
」
を
賣
り
物
に
し
て
留
學
生
に
侍
し
た

女
給
た
ち
は
娼
婦
で
は
な
か
っ
た
が
、
容
色
を
元
手
に
し
、
男
性
に
サ
ー
ビ
ス
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
收
入
を
得
て
い
た
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い（

（1
（

。
ま
た
、「
娶
外
國

妻（
（1
（

」
と
い
う
新
聞
記
事
は
、
中
流
以
下
の
出
身
の
日
本
人
女
性
は
、
中
國
人
留
學

生
が
歸
國
す
れ
ば
み
な
昇
進
し
て
富
裕
に
な
る
と
期
待
し
て
留
學
生
と
結
婚
し
た

が
っ
て
い
る
の
だ
と
解
說
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
經
濟
的
打
算
や
女
性
の
商
品

化
は
確
か
に
民
族
對
立
を
見
え
に
く
く
し
、
中
國
人
留
學
生
と
日
本
人
女
性
の
間

の
戀
愛
を
芽
生
え
や
す
い
も
の
に
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
留
學
生
は
、
彼
女
た
ち

を
欺
い
た
り
捨
て
た
り
で
き
る
對
象
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

讀
賣
や
朝
日
な
ど
の
日
本
の
新
聞
も
、
一
時
の
慰
め
の
た
め
に
下
層
社
會
の
女

性
を
妾
と
し
て
圍
う
留
學
生
の
姿
を
暴
い
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、「
痴
情
女
千
里
尋
愛

人　
賦
雙
飛
發
覺
君
㊒
婦
」
や
「
日
女
來
華
尋
戀
人（

（1
（

」
と
い
っ
た
中
國
の
記
事
は
、

そ
れ
ぞ
れ
留
學
生
が
未
婚
と
僞
っ
て
日
本
人
女
性
と
結
婚
し
た
こ
と
、
歸
國
の
際

に
日
本
人
女
性
を
見
捨
て
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
留
學
生
だ
っ
た
黃
尊
三
も

『
三
十
年
日
記
』
で
友
人
の
張
少
留
が
歸
國
前
に
日
本
の
妻
子
を
捨
て
た
出
來
事

を
記
述
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
留
學
生
は
ハ
イ
カ
ラ
な
自
由
戀
愛
を

享
受
し
て
い
た
が
、
舊
式
婚
姻
の
妻
以
外
の
女
性
を
「
玩
弄
物
」
と
す
る
傳
統
的

思
想
か
ら
拔
け
出
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
て
く
る
。

　

ま
た
、
留
學
生
の
戀
愛
認
識
が
前
近
代
と
近
代
の
間
で
搖
れ
動
い
た
外
因
と
し

て
、
政
府
や
留
學
生
內
部
の
抑
壓
も
無
視
で
き
な
い
。
淸
朝
と
民
國
の
政
府
は
雙

方
と
も
「
怠
荒
を
戒
め
、
勉
學
に
勵
ま
せ
る
」
た
め
に
留
學
生
の
「
不
名
譽
な
」

國
際
結
婚
を
禁
止
し
た（

（1
（

。
さ
ら
に
、
日
中
關
係
が
惡
化
す
る
と
、
留
學
生
の
內
部
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に
も
民
族
主
義
の
視
線
に
基
づ
い
た
抑
壓
的
な
視
線
が
生
ま
れ
た
。
一
九
一
一
年
、

日
本
人
の
妻
を
持
つ
駐
日
公
使
の
吴
振
麟
は
留
學
生
た
ち
に
直
訴
さ
れ
て
解
任
を

求
め
ら
れ
た（

（1
（

。
一
九
一
七
年
、
や
は
り
日
本
人
女
性
と
結
婚
し
た
留
學
生
の
曾
天

宇
は
漢
奸
と
し
て
中
傷
さ
れ
、
留
日
學
生
監
督
所
に
吿
發
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
う
い
う
傳
統
的
性
衟
德
や
民
族
主
義
の
嚴
し
い
視
線
に
さ
ら
さ
れ
た
戀
愛
は
、

最
初
か
ら
立
身
出
世
の
志
向
と
背
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
的
な
場
で
正
當
性
を

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
望
め
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
留
學
生
と
日
本
人
女
性
の
戀

愛
が
結
婚
の
段
階
へ
移
行
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
肉
體
的
滿
足
と
流
行
の

追
隨
に
過
ぎ
な
い
戲
れ
の
戀
に
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
現
實
に
は
周
作
人
の
よ
う
に
日
本
人
女
性
と
の
戀
を
實
ら
せ
た
例
も

あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
新
聞
記
事
に
登
場
し
た
日
本
人
女
性
を
弄
ぶ
留
學
生
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
お
そ
ら
く
あ
る
程
度
現
實
を
反
映
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
メ
デ

ィ
ア
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
民
族
差
別
的
な
視
線
を
帶
び
た
日

本
の
新
聞
が
中
國
留
學
生
を
醜
惡
に
描
き
が
ち
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

觀
念
の
變
革
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
社
會
全
體
が
保
守
的
な
傾
向
を
持
つ
二
十
世

紀
初
頭
の
中
國
に
お
い
て
も
、
留
學
生
の
國
際
戀
愛
が
傳
統
的
な
規
範
に
逆
ら
っ

て
女
色
に
耽
る
放
蕩
な
行
爲
で
あ
る
と
し
て
非
難
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

當
時
の
社
會
新
聞
や
ゴ
シ
ッ
プ
、
大
衆
小
說
か
ら
素
材
を
と
っ
た（

（2
（

通
俗
小
說
家

で
あ
る
向
愷
然
（
筆
名
は
平
江
不
肖
生
）
も
留
學
生
の
男
女
交
際
に
否
定
的
な
眼
差

し
を
投
じ
、
代
表
作
で
あ
る
『
留
東
外
史（

（2
（

』（
以
下
『
外
史
』
と
略
稱
）
で
賭
博
や

女
遊
び
に
溺
れ
る
留
學
生
の
惡
行
を
誇
張
し
た
筆
致
で
暴
露
し
た
。
こ
の
作
品
は

多
數
の
讀
者
を
獲
得
し
た
と
同
時
に
、
多
く
の
中
國
人
の
留
日
學
生
に
對
す
る
印

象
を
さ
ら
に
惡
化
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
夏
衍
が
日
本
へ
留
學
す
る
際
、『
外
史
』

の
內
容
を
聞
き
及
ん
だ
母
は
彼
に
「
日
本
の
風
俗
は
非
常
に
惡
い
」
と
言
い
、
男

女
關
係
に
㊟
意
す
る
よ
う
と
傳
え
て
い
る（

（2
（

。

　

舊
制
高
校
―

帝
大
で
エ
リ
ー
ト
敎
育
を
受
け
、
戀
愛
は
高
潔
、
神
聖
で
あ
る
と

い
う
理
念
を
受
け
入
れ
た
創
造
社
同
人
は
、
基
本
的
に
『
外
史
』
と
は
っ
き
り
境

界
線
を
引
こ
う
と
し
た
。
郁
達
夫
は
「
沈
淪
」
が
不
衟
德
的
だ
と
非
難
さ
れ
た
と

き
に
、
周
作
人
の
辯
護
を
求
め
、
自
分
の
作
品
が
『
外
史
』
と
同
じ
穴
の
狢
に
な

る
運
命
を
逆
轉
さ
せ
た（

（2
（

。
ダ
ン
テ
や
ゲ
ー
テ
こ
そ
が
典
範
だ
と
考
え
た
郭
沫
若
は

『
外
史
』
は
た
だ
下
品
で
取
る
に
足
り
な
い
「
淫
書
」
と
貶
し
た
。
し
か
し
、
張

資
平
は
逆
に
「
そ
の
寫
實
的
手
腕
は
惡
く
な
い
な
」
と
賞
贊
し
、
さ
ら
に
郭
沫
若

に
、
郭
と
日
本
人
妻
と
の
戀
愛
經
驗
を
語
ら
せ
て
、「
留
東
外
史
續
」
と
し
て
書

き
た
い
、
な
ど
と
い
う
冗
談
を
言
っ
た（

（2
（

と
い
う
。

　
『
外
史
』
に
對
す
る
態
度
の
相
違
は
張
資
平
と
他
の
創
造
社
同
人
の
戀
愛
の
取

り
上
げ
方
の
違
い
を
鮮
明
に
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

問
題
意
識
を
抱
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
創
造
社
同
人
の
戀
愛
小
說
を
見
て
み
よ
う
。

2
　
創
造
社
同
人
の
「
叶
わ
ぬ
戀
愛
」

　

留
日
學
生
の
文
學
創
作
を
代
表
す
る
創
造
社
同
人
の
小
說
は
作
家
の
自
意
識
を

中
心
的
な
主
題
と
し
て
日
中
の
國
際
戀
愛
を
描
き
、
し
ば
し
ば
「
叶
わ
ぬ
悲
戀
」

と
し
て
脚
色
し
た
。
こ
こ
で
は
、
郁
達
夫
「
沈
淪
」（
一
九
二
一
）
と
郭
沫
若
の

「
落
葉
」（
一
九
二
五
）
を
例
に
と
り
、
日
本
人
と
の
戀
愛
に
踏
み
込
め
な
い
留
學

生
と
、
彼
ら
が
憧
れ
る
日
本
人
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　
「
沈
淪
」
で
、
中
國
人
留
學
生
の
主
人
公
は
Ｎ
市
の
下
宿
屋
の
二
階
に
暮
ら
し

て
い
た
。「
彼
」
は
下
働
き
し
て
い
た
家
主
の
娘
を
好
き
に
な
っ
た
が
、
胸
中
の

民
族
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
た
め
に
始
終
戀
心
を
吿
白
で
き
な
い
で
い
る
。
あ
る
日
、

彼
は
階
段
を
降
り
て
風
呂
に
入
っ
て
い
る
彼
女
の
裸
體
を
覗
き
見
た
。

　

そ
っ
と
便
所
の
戶
を
開
け
る
と
、
彼
は
便
所
の
窓
邊
に
立
ち
つ
く
し
た
ま
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ま
外
を
の
ぞ
い
た
。
便
所
は
下
宿
の
風
呂
場
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
便
所
の
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
の
ぞ
く
と
、
風
呂
場
の
中
は
ま
る
見
え
で
あ
っ

た
。
は
じ
め
は
ち
ょ
っ
と
見
て
す
ぐ
ひ
き
か
え
す
つ
も
り
で
い
た
の
だ
が
、

一
目
見
る
や
釘
付
け
に
さ
れ
た
よ
う
に
動
け
な
く
な
っ
た
。

雪
の
よ
う
に
白
い
二
つ
の
乳
房

ふ
く
よ
か
な
白
い
太
も
も

全
身
の
曲
線（

（2
（

　

官
能
的
な
裸
體
を
竊
視
し
た
後
、
部
屋
に
戾
っ
た
主
人
公
は
湧
き
上
が
る
欲
情

に
亂
れ
狂
う
。
ほ
か
に
も
「
彼
」
は
日
本
の
女
學
生
の
「
秋
波
」
や
「
嬌
聲
」
に

心
を
躍
ら
せ
た
り
旅
館
の
仲
居
の
姿
態
に
心
を
奪
わ
れ
た
り
し
て
い
る
の
だ
が
、

最
終
的
に
日
本
人
女
性
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
欲
望
は
全
て
民
族
的
屈
辱
や

自
己
嫌
惡
の
念
に
轉
じ
、「
彼
」
に
自
殺
願
望
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

李
歐
梵
は
、
こ
の
よ
う
な
描
寫
は
郁
達
夫
自
身
の
心
に
あ
る
性
、
人
種
差
別
、
愛

國
主
義
の
葛
藤
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
こ
の
場
面
で

㊟
意
し
た
い
の
は
、
下
宿
屋
の
娘
は
主
體
的
な
言
動
を
持
つ
こ
と
な
く
、
た
だ
留

學
生
の
欲
情
、
あ
る
い
は
屈
辱
を
搔
き
立
て
る
だ
け
の
、「
白
い
二
つ
の
乳
房
」

と
「
白
い
太
も
も
」
に
代
表
さ
れ
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
肉
體
的
記
號
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
沈
淪
」
の
四
年
後
に
發
表
さ
れ
た
郭
沫
若
の
「
落
葉
」
は
留
學
生
、
洪
師
武

の
悲
戀
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼
は
友
人
の
看
病
に
來
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

看
護
婦
と
し
て
働
く
菊
子
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
洪
師
武
は
自
分

が
梅
毒
を
患
っ
た
と
誤
解
し
、
純
愛
を
得
る
資
格
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
菊
子
と

の
愛
を
斷
ち
切
っ
て
し
ま
う
。
留
學
生
の
葛
藤
に
滿
ち
た
內
面
を
表
現
し
た
「
沈

淪
」
と
は
異
な
り
、「
落
葉
」
は
菊
子
が
書
い
た
四
十
一
通
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
全

文
引
用
す
る
と
い
う
形
で
彼
女
の
情
熱
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い

る
。　

夢
の
よ
う
な
、
海
岸
に
身
を
潛
め
た
短
い
日
々
を
今
思
い
起
す
と
、
私
た

ち
は
い
か
に
恐
ろ
し
い
罪
を
犯
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
！　

お
許
し
を
願
い
ま

す
。
幸
福
な
日
々
も
、
恐
ろ
し
い
罪
の
痕
跡
し
か
殘
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
私

は
ど
う
や
っ
て
謝
罪
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
あ
、
私
の
愛
す
る
お

兄
樣
！　

私
は
本
當
の
惡
魔
な
の
で
す
！　

本
當
に
恐
ろ
し
い
惡
魔
で
す
！　

恐
ろ
し
い
惡
魔
！　

あ
な
た
を
恐
ろ
し
い
地
獄
に
導
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
恐
ろ
し
い
女
な
の
で
す
！　

で
も
、
過
去
の
こ
と
を
言
っ
て
も
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
必
死
に
な
り
ま
す
、
私
た
ち
は
互
い
に
支
え
合

い
、
慰
め
合
い
ま
し
ょ
う
、
喜
び
も
悲
し
み
も
、
す
べ
て
を
私
に
分
け
與
え

て
下
さ
い
。
私
た
ち
は
一
心
同
體
と
な
っ
て
、
共
に
こ
の
短
く
て
淡
い
、
そ

し
て
苦
い
鬪
爭
を
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う（

（2
（

。

　

戀
人
と
身
體
的
接
觸
を
持
っ
た
自
分
を
過
度
に
責
め
る
菊
子
は
、
聖
母
マ
リ
ア

に
重
ね
て
造
形
さ
れ
た
神
聖
な
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
よ
う
。

戀
人
と
支
え
合
い
慰
め
合
う
、
一
心
同
體
の
關
係
を
希
求
す
る
菊
子
の
手
紙
は
彼

女
の
熱
烈
な
愛
に
基
づ
く
も
の
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
第
三
十
五
通
、
三
十
六

通
の
手
紙
で
は
、
彼
女
は
洪
師
武
を
「
わ
が
最
も
愛
す
る
主
」
と
ま
で
崇
め
て
お

り
、
對
等
な
戀
愛
關
係
と
い
う
に
は
戀
人
へ
の
崇
拜
の
念
が
あ
ま
り
に
誇
張
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
淸
ら
か
な
女
性
像
と
精
神
愛
を
贊
美
す
る
描
寫
は
ダ
ン
テ
の
『
神

曲
』
を
彷
彿
と
さ
せ
る
し
、「
叶
わ
ぬ
悲
戀
」
と
い
う
結
末
と
一
人
稱
書
簡
體
の

插
入
か
ら
は
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
惱
み
』
の
影
が
感
じ
ら
れ
る
。
郭
沫
若
が
ヨ
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ー
ロ
ッ
パ
文
學
の
戀
愛
表
現
を
借
り
て
「
落
葉
」
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
色
合
い
を

與
え
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
な
お
、
同
年
に
發
表
さ
れ
た
郭
沫
若
の

自
傳
的
小
說
「
漂
流
三
部
曲　
歧
路
篇
」
で
は
、
作
者
を
モ
デ
ル
と
す
る
主
人
公

が
ダ
ン
テ
の
よ
う
に
文
學
に
よ
っ
て
妻
に
永
遠
の
生
を
授
け
、
愛
の
崇
高
な
力
を

稱
揚
す
る
た
め
に
「
潔
光
」（
卽
ち
「
落
葉
」）
と
い
う
小
說
を
書
く
こ
と
を
決
心

し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
二
つ
の
手
が
か
り
を
踏
ま
え
る
と
、「
落
葉
」
に
描
か
れ
た
洪

師
武
と
菊
子
の
叶
わ
ぬ
悲
戀
は
、
リ
ア
ル
な
戀
愛
體
驗
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
作

者
自
ら
の
浪
漫
主
義
的
な
理
想
と
情
熱
を
託
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

郭
沫
若
の
綴
る
神
聖
な
愛
と
郁
達
夫
の
書
い
た
赤
裸
々
な
欲
望
は
全
く
異
な
る

も
の
だ
が
、
叶
わ
ぬ
戀
愛
像
を
通
じ
て
、
戀
愛
そ
の
も
の
よ
り
も
自
ら
の
感
情
を

表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意

圖
で
綴
ら
れ
た
「
叶
わ
ぬ
戀
愛
像
」
に
お
い
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
日
本
人
女
性
は
蠱

惑
的
か
愼
み
深
い
か
に
拘
ら
ず
、
作
者
の
感
情
を
際
立
た
せ
る
抽
象
的
な
記
號
に

す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
も
は
や
個
性
を
持
つ
主
體
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

や
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
前
節
で
述
べ
た
日
中
國
際
戀
愛
の
複
雜
な

現
實
も
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、「
創
作
す
る
に
も
、
や
は
り
ま
ず
觀
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
ゃ

な
い
か（

（2
（

」
と
主
張
し
た
張
資
平
は
、
創
造
社
同
人
に
共
通
し
て
い
た
ロ
マ
ン
的
な

傾
向
や
「
自
己
表
現
」
に
熱
中
す
る
こ
と
な
く（

（3
（

、
留
學
生
と
日
本
下
層
社
會
の
女

性
の
戀
愛
の
破
綻
を
克
明
に
描
き
出
し
て
い
る
。
次
に
張
が
創
作
し
た
三
つ
の
テ

ク
ス
ト
、「
沖
積
期
化
石
」「
一
班
冗
員
的
生
活
」「
她
悵
望
着
祖
國
的
田
野
」
を

讀
ん
で
み
よ
う
。

3
　�

嚙
み
合
わ
な
い
愛
情�

―
「
一
途
な
女
」
と
「
搖
ら
ぐ
男
」

　

一
九
二
二
年
に
發
表
さ
れ
た
「
沖
積
期
化
石
」「
一
班
冗
員
的
生
活
」「
她
悵
望

着
祖
國
的
天
野
」
は
い
ず
れ
も
戀
愛
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

中
國
人
男
子
留
學
生
と
下
層
階
級
の
日
本
人
女
性
と
の
戀
模
樣
を
丹
念
に
表
現
し

て
い
る
。

　

三
作
の
う
ち
最
も
早
く
發
表
さ
れ
た
の
は
長
編
小
說
「
沖
積
期
化
石
」
で
あ
り
、

そ
の
五
二
章
～
五
五
章
に
は
、
留
學
生
の
鶴
鳴
と
日
本
人
女
性
、
如
嫣
の
愛
の
芽

生
え
か
ら
破
綻
ま
で
の
顚
末
が
描
か
れ
て
い
る
。
當
初
、
奔
放
な
女
給
如
嫣
は
、

煙
草
の
吸
い
方
を
鶴
鳴
に
笑
い
な
が
ら
敎
え
た
り
、
こ
っ
て
り
化
粧
し
た
顏
を
鶴

鳴
の
口
元
に
寄
せ
て
媚
び
を
賣
っ
た
り
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
人
の
關
係
が
進

む
に
つ
れ
、
彼
女
の
感
情
は
「
女
給
」
的
な
打
算
か
ら
純
な
戀
心
へ
と
發
展
し
て

い
く
。
彼
女
が
姉
の
よ
う
な
態
度
で
「
こ
こ
で
は
、
私
の
心
を
占
領
で
き
る
だ
け

で
、
私
の
體
を
占
領
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
、
ば
か
な
子
！（

（3
（

」
と
要
求
し
た
の

で
、
鶴
鳴
は
彼
女
の
「
命
令
に
從
っ
て
」
郊
外
で
同
棲
す
る
た
め
の
部
屋
を
探
し

た
。

　

そ
の
後
、
鶴
鳴
か
ら
「
愛
し
て
い
る
」
と
い
う
眞
劍
な
吿
白
を
引
き
出
し
た
如

嫣
は
笑
顏
を
引
っ
込
め
て
彼
に
キ
ス
を
し
て
か
ら
淚
を
こ
ぼ
す
の
だ
っ
た
。
こ
の

官
能
と
感
傷
を
織
り
交
ぜ
た
キ
ス
の
シ
ー
ン
で
は
、
如
嫣
は
男
性
か
ら
値
踏
み
さ

れ
る
客
體
で
は
な
く
、
性
と
愛
の
結
び
付
き
を
追
求
す
る
能
動
的
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
女
と
鶴
鳴
の
戀
愛
認
識
は
す
れ
違
う
こ
と
に
な
っ

た
。
元
々
、
女
性
性
を
元
手
に
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
如
嫣
に
と
っ
て
、
男
性
の

氣
を
引
こ
う
と
す
る
行
爲
は
娼
婦
の
そ
れ
と
あ
ま
り
變
わ
ら
な
い
性
質
の
も
の
だ

っ
た
。
し
か
し
鶴
鳴
は
如
嫣
の
そ
の
態
度
を
「
文
明
先
進
國
」
特
㊒
の
開
放
性
だ

と
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
保
守
的
な
中
國
の
女
性
に
は
な
い
大
ら
か
な
物
腰
に

深
く
惹
き
つ
け
ら
れ
た
鶴
鳴
は
さ
ら
に
神
聖
な
宗
敎
儀
式
を
連
想
し
て
い
る
。
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如
嫣
は
敎
會
の
僧
正
の
よ
う
に
鶴
鳴
に
按
手
式
を
行
っ
た
。
彼
の
兩
手
は

如
嫣
に
し
っ
か
り
と
握
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
如
嫣
の
笑
顏
を
見
な
が
ら
、
敎

會
か
ら
學
ん
だ
讚
美
歌
を
心
の
中
で
歌
っ
た
。（
中
略
）

　

如
嫣
も
ま
る
で
彼
に
「
神
の
惠
み
を
願
い
、
神
が
あ
な
た
を
守
っ
て
、
あ

な
た
を
常
に
私
の
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
…
ア
ー
メ
ン
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
如
嫣
が
行
っ
た
洗
禮
に
よ
っ
て
、
鶴
鳴
の
哀
愁
、
憂
鬱
、

悲
し
み
の
す
べ
て
は
洗
い
流
さ
れ
た
。
こ
の
（
如
嫣
が
働
く
）
レ
ス
ト
ラ
ン

は
彼
の
チ
ャ
ペ
ル
だ
。
そ
の
夜
か
ら
彼
は
每
晚
チ
ャ
ペ
ル
に
行
っ
て
如
嫣
を

贊
美
し
た（

（3
（

。

　

鶴
鳴
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
、
現
實
の
愛
の
經
驗
は
彼
を
救
濟
す
る
宗
敎
的
な
儀

式
に
變
化
し
、
女
給
の
如
嫣
も
聖
女
の
よ
う
な
高
貴
な
姿
に
變
身
し
た
の
だ
っ
た
。

城
山
拓
也
が
指
摘
し
た
通
り
、
一
九
二
〇
年
前
後
の
中
國
で
は
、
キ
リ
ス
ト
敎
は

極
め
て
近
代
的
な
文
化
を
體
現
す
る
も
の
と
し
て
中
國
の
知
識
人
、
學
生
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
張
資
平
も
宗
敎
に
關
す
る
描
寫
を
通
じ
て
近
代
を
描
い
た（

（3
（

。

鶴
鳴
の
抱
く
戀
愛
イ
メ
ー
ジ
は
宗
敎
的
色
彩
が
色
濃
い
が
、
そ
れ
は
彼
が
戀
愛
神

聖
と
い
う
近
代
價
値
觀
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
鶴
鳴
が

如
嫣
と
の
同
棲
は
純
粹
な
愛
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
性
的
な
滿
足
の
た
め
で
は

な
い
と
固
く
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
の
具
體
的
な
希
求
が
、
高
い
精
神
的

價
値
を
持
つ
と
さ
れ
た
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
ブ
に
あ
っ
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。

　

鶴
鳴
は
欲
情
の
覺
醒
を
感
じ
た
も
の
の
、
如
嫣
と
の
キ
ス
を
中
斷
し
た
同
級
生

の
崔
君
を
「
地
獄
へ
入
ろ
う
と
し
た
」
自
分
を
救
っ
て
く
れ
た
「
天
使
」
と
考
え

た
。
愛
欲
の
自
覺
が
鶴
鳴
に
も
た
ら
し
た
の
は
高
揚
感
で
は
な
く
、
動
搖
と
恐
慌

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
父
か
ら
品
行
を
正
す
よ
う
諭
し
た
書
簡
を
受
け
取
っ
た
彼
は
、

そ
の
一
言
一
言
が
自
分
の
弱
點
を
痛
切
に
批
判
て
い
る
よ
う
に
と
思
い
、
理
性
と

性
欲
の
葛
藤
に
陷
っ
た
。
理
性
は
彼
に
「
無
分
別
な
少
女
の
た
め
に
、
輝
か
し
い

未
來
を
犧
牲
に
す
る
の
か
…
…
た
だ
の
娘
の
た
め
に
將
來
の
最
高
の
名
譽
を
捨
て

る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
る
の
か（

（3
（

」
と
詰
問
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
人
間
的
な
赤
裸
々
な
性
欲
を
鶴
鳴
に
自
覺
さ
せ
た
如
嫣
は
も
は
や

「
禮
拜
」
に
値
す
る
聖
女
か
ら
「
無
分
別
な
少
女
」「
た
だ
の
娘
」
と
な
り
、
二
人

の
關
係
も
神
聖
な
愛
か
ら
彼
の
未
來
を
妨
害
す
る
「
不
名
譽
な
こ
と
」
に
變
貌
し

て
し
ま
っ
た
。
彼
の
心
情
の
劇
的
な
變
化
か
ら
、
鶴
鳴
が
日
本
人
女
性
と
の
戀
愛

に
求
め
た
の
は
、
自
分
の
近
代
的
幻
想
の
一
方
的
な
投
影
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

次
に
「
一
班
冗
員
的
生
活
」
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
小
說
で
は
、
留
學
生

と
日
本
人
女
性
の
戀
愛
が
破
綻
す
る
き
っ
か
け
は
性
欲
で
は
な
く
、
經
濟
的
危
機

で
あ
る
。
仕
立
屋
の
娘
、
綾
英
と
留
學
生
の
程
君
は
戀
愛
し
て
同
棲
を
始
め
る
が
、

程
君
の
官
費
奬
學
金
が
取
り
消
さ
れ
た
た
め
に
二
人
は
ス
ラ
ム
街
の
三
疊
し
か
な

い
家
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、
⺼
に
六
角
の
電
氣
代
さ
え
拂
え
な
く
な
っ
た
。
そ

う
し
た
嚴
し
い
同
居
生
活
の
中
で
も
、
彼
女
は
た
ば
こ
工
場
で
遲
く
ま
で
働
き
、

わ
ず
か
四
、
五
角
の
給
料
で
粘
り
强
く
家
庭
を
支
え
よ
う
と
す
る
。
家
計
だ
け
で

は
な
く
、
程
君
の
大
學
入
試
の
た
め
に
計
畫
を
立
て
て
貯
金
し
よ
う
と
す
る
彼
女

は
あ
た
か
も
母
親
の
よ
う
で
あ
る
。

　

綾
英
に
と
っ
て
、
家
庭
の
營
み
と
愛
と
は
緊
密
に
絡
み
合
う
も
の
だ
っ
た
。
貧

乏
の
ど
ん
底
で
も
彼
女
は
後
悔
し
た
り
恨
ん
だ
り
せ
ず
、
程
君
を
愛
す
る
氣
持
ち

は
「
變
わ
ら
な
い
ば
か
り
か
、
一
層
情
熱
的
に
な
っ
て
い
っ
た
」。
し
か
し
、「
貧

し
い
家
庭
の
生
活
を
こ
れ
ま
で
經
驗
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
」
程
君
は
一
日
中

「
鬼
火
の
よ
う
な
洋
燈
を
見
つ
め
な
が
ら
淚
を
流
」
し
た
り
、
キ
ス
を
要
求
し
た

り
と
、
ふ
が
い
な
く
軟
弱
な
樣
子
を
見
せ
て
い
る
。
仕
事
に
い
く
綾
英
に
不
滿
を
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感
じ
た
程
君
は
彼
女
が
「
自
分
に
よ
そ
よ
そ
し
く
な
っ
た
」
と
感
じ
、
貧
乏
な
生

活
の
中
で
彼
女
に
對
し
て
自
分
の
「
怒
り
の
火
」（
怒
焰
）
と
「
飢
え
の
炎
」（
餓

焰
）
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。
程
君
は
綾
英
の
妊
娠
を
知
る
と
つ
い
に
「
彼
女

を
捨
て
る
決
心
が
よ
り
强
く
な
り
」、
噓
を
つ
い
て
逃
げ
て
し
ま
う
。

　

程
君
の
動
搖
を
見
る
限
り
、
妊
娠
は
破
局
を
早
め
た
だ
け
で
、
二
人
の
間
の
根

本
的
な
矛
盾
は
早
く
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
作
は
經
濟
的
苦

境
に
お
け
る
日
本
人
女
性
の
芯
の
强
さ
を
描
く
と
同
時
に
、
軟
弱
で
無
責
任
な
留

學
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
剝
き
出
し
に
し
て
い
る
。
張
の
筆
致
は
國
際
戀
愛
に
お
け
る

雙
方
の
嚙
み
合
わ
な
い
樣
相
を
可
視
化
し
て
お
り
、
斬
新
で
興
味
深
い
。

　

三
番
目
の
小
說
「
她
悵
望
着
祖
國
的
天
野
」
も
留
學
生
と
日
本
人
女
性
の
行
き

違
う
愛
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
日
中
混
血
の
秋
兒
は
工
場
の
監
督
に
强
姦
さ
れ

て
娼
婦
に
身
を
落
と
し
た
が
、
留
學
生
Ｈ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
と
「
永
遠
の
守
護
者
に

な
る
」
と
い
う
言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
て
彼
と
愛
し
合
う
よ
う
に
な
る
。
彼
女
の

Ｈ
に
對
す
る
愛
は
「
日
に
日
に
燃
え
上
が
っ
て
い
っ
た
」（
一
天
一
天
熱
烈
起
來
）。

秋
兒
の
情
熱
的
な
戀
心
は
「
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
字
が
拙
く
、
非
常

に
讀
み
づ
ら
い
」
手
紙
を
引
用
す
る
形
で
示
さ
れ
て
い
く
。

あ
の
ひ
と
た
ち
―
か
あ
さ
ん
や
と
う
さ
ん
、
む
ら
の
ひ
と
た
ち
―
が
な

に
を
い
っ
て
も
、
わ
た
し
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
こ
わ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
あ
な
た
に
し
た
が
い
、
あ
な
た
だ
け
を
あ
い
し
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
に

な
っ
て
も
い
い
、
ど
れ
い
で
も
い
い
、
わ
た
し
を
す
き
に
み
な
し
て
か
ま
い

ま
せ
ん
。
で
も
、
ほ
か
の
お
ん
な
を
す
き
に
な
っ
て
わ
た
し
を
す
て
る
の
は

だ
め
で
す
。
も
し
わ
た
し
が
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
わ
た
し
を
こ
ろ
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
が
べ
つ
の
こ
い
び
と
の
う
で
の
な
か
で
ね
む
る
の
を
み
た
く

な
い
か
ら
。
わ
た
し
は
へ
び
の
よ
う
に
し
つ
こ
い
と
し
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ

い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
お
な
じ
よ
う
に
に
く
む
こ
と
も
で
き
ま
す（

（3
（

！

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

家
族
や
同
鄕
と
決
裂
し
よ
う
と
も
、
自
分
の
す
べ
て
を
戀
愛
に
投
じ
よ
う
と
す

る
秋
兒
は
、『
人
形
の
家
』
の
ノ
ラ
を
彷
彿
と
さ
せ
、
こ
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
つ
い
て

は
茅
盾
も
稱
贊
し
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
こ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
は
因
襲
か
ら
の
純
粹
な

解
放
と
い
う
に
は
過
激
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｈ
が
恐
怖
を
感
じ
た
自
殺
の

暗
示
や
蛇
の
比
喩
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
「
い
き
す
ぎ
た
愛
情
表
現
」
に
は
も
っ
と

㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

Ｈ
は
か
つ
て
彼
女
に
「
彼
女
の
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
恥
辱
を
洗
い
流
し
」「
彼
女

の
こ
れ
か
ら
の
哀
し
み
を
慰
め
る（

（3
（

」
と
愛
を
吿
白
し
た
。
表
面
的
に
は
こ
れ
ら
の

甘
い
言
葉
は
上
述
の
北
村
透
谷
「
戀
愛
は
人
世
の
祕
鑰
な
り
」
に
似
て
お
り
、
愛

の
崇
高
な
力
を
肯
定
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
秋
兒
も
Ｈ
の
吿
白
を
聞
き
、
自
分
の

運
命
を
變
え
る
唯
一
の
希
望
を
彼
に
寄
せ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
思
い
つ
め

た
手
紙
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
時
的
に
性
的
滿
足
を
求
め
た
だ
け
の

Ｈ
は
秋
兒
か
ら
の
淺
薄
で
粗
末
な
（
と
彼
は
思
っ
た
）
手
紙
を
讀
む
と
、
ま
ず
笑

い
、
次
に
悲
し
み
を
感
じ
、
最
後
に
恐
怖
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。
輕
薄
な
氣
持
ち

か
ら
女
性
に
近
づ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｈ
が
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
變
化
を
通
じ
て
、
流
行
と
し
て
の
戀
愛
を
樂
し
も
う
と
し
た
留
學
生
が
愛
の

重
さ
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
實
態
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ま
っ
す
ぐ
な
愛
を
抱
い
た
た
め
に
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
の
は
秋
兒
だ
け

で
は
な
く
、
張
資
平
小
說
に
登
場
す
る
日
本
人
女
性
に
共
通
す
る
悲
運
で
あ
る
よ

う
だ
。「
沖
積
期
化
石
」
で
は
、
戀
人
と
肉
體
的
に
も
結
び
つ
き
た
い
と
考
え
た

如
嫣
が
鶴
鳴
に
「
無
分
別
な
少
女
」
と
斷
罪
さ
れ
た
。「
一
班
冗
員
的
生
活
」
の

綾
英
が
濃
密
な
愛
情
と
心
血
を
㊟
い
で
支
え
よ
う
と
し
た
家
庭
生
活
は
、
程
君
に
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と
っ
て
は
逃
げ
だ
す
べ
き
牢
獄
で
し
か
な
か
っ
た
。
戀
愛
を
一
過
性
の
享
樂
と
み

な
す
留
學
生
に
と
っ
て
、
安
定
し
た
家
庭
や
永
遠
の
誓
い
を
眞
摯
に
求
め
る
日
本

人
女
性
は
、
戀
人
に
盡
く
す
こ
と
を
厭
わ
な
い
か
わ
り
に
重
た
い
戀
愛
感
情
を
押

し
付
け
る
「
一
途
な
女
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
造
形
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
社
會
に
生
き
た
女
性
の
リ
ア
ル
な
姿

が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
例
え
ば
、「
她
悵
望
着
祖
國
的
天
野
」

の
中
で
は
秋
兒
が
繰
り
﨤
し
「I love you only, m

y heart is true

」
と
い

う
英
語
の
歌（
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（

を
歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
〇
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
初
演
さ
れ
た

オ
ペ
ラThe Chocolate Soldier
のM

y H
ero

と
い
う
插
入
歌
で
あ
る
。
テ

ク
ス
ト
に
は
別
れ
た
戀
人
へ
の
想
い
を
表
現
し
た
齊
唱
（chorus

）
の
部
分
し
か

引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
前
の
導
入
部
分
（verse

）
は
以
下
の
よ
う
だ
。

I have a true and noble lover,

（
中
略
）

And for our happiness I pray,
O

ur lives belong to one another.
O

h happy, happy w
edding day.

　

眞
實
の
戀
人
を
得
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
幸
せ
な
結
婚
の
日
を
夢
見
る
と
い
う
歌
詞
は
、

秋
兒
の
願
望
を
如
實
に
代
辯
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
秋
兒
が
讀
ん
で
い

る
女
性
雜
誌
『
婦
女
世
界
』
は
、
お
そ
ら
く
一
九
〇
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
婦
人

世
界（

（3
（

』
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
家
庭
を
營
む
た
め
の
「
新
し
い

趣
味
と
智
識
」
を
傳
え
て
女
學
生
や
職
業
婦
人
、
ひ
い
て
は
女
工
に
も
人
氣
を
博

し
た
と
い
う
こ
の
雜
誌
は
、
秋
兒
に
結
婚
生
活
に
つ
い
て
の
靑
寫
眞
を
與
え
た
か

も
し
れ
な
い
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ブ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
中
產
階
級
を
中
心
に

廣
が
り
、
良
妻
賢
母
敎
育
が
幅
廣
く
日
本
社
會
に
影
响
を
及
ぼ
す
背
景（

（4
（

の
も
と
で
、

張
資
平
は
重
い
愛
情
を
お
し
つ
け
よ
う
と
す
る
「
一
途
な
女
」
を
描
い
た
。
こ
れ

ら
は
、
大
衆
文
化
か
ら
戀
愛
や
家
庭
に
つ
い
て
の
理
想
を
吸
收
し
て
い
く
日
本
人

女
性
の
樣
子
を
中
國
人
留
學
生
の
視
線
で
寫
し
取
っ
た
貴
重
な
テ
ク
ス
ト
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
近
代
的
な
婚
姻
や
家
庭
の
理
想
を
熱
望
す
る
日
本
人
女
性
と
交
際
す

る
う
ち
に
中
國
人
留
學
生
は
し
ば
し
ば
束
縛
や
葛
藤
を
感
じ
て
搖
ら
ぎ
は
じ
め
た

の
だ
っ
た
。
本
來
前
近
代
の
中
國
で
は
、
親
の
決
め
た
結
婚
以
外
に
蓄
妾
や
賣
買

春
が
許
容
さ
れ
て
い
た
の
で
、
男
性
は
優
位
に
立
ち
、
一
對
多
の
形
で
擬
似
戀
愛

的
な
體
驗
を
愉
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
前
近
代
的
な
性
衟
德

に
慣
れ
親
し
ん
だ
留
學
生
が
、
自
分
の
戀
愛
理
想
に
能
動
的
に
取
り
組
も
う
と
す

る
日
本
人
女
性
と
出
會
っ
た
時
、
最
初
は
確
か
に
女
性
の
「
近
代
的
風
姿
」
に
惹

か
れ
た
と
し
て
も
、
次
第
に
愛
へ
の
責
任
に
重
い
束
縛
、
ひ
い
て
は
恐
怖
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
張
資
平
小
說
が
描
く
「
一
途
な
女
」

と
「
搖
ら
ぐ
男
」
の
パ
タ
ー
ン
は
、
國
際
戀
愛
が
破
綻
に
至
る
根
本
的
な
原
因

―
價
値
觀
の
齟
齬
―
を
反
映
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
男
女
關
係
が
前
近
代

的
な
「
情
」
か
ら
近
代
的
「
愛
」
へ
シ
フ
ト
し
た
際
に
、
中
國
人
男
性
が
抱
い
た

違
和
感
と
抵
抗
を
あ
り
あ
り
と
提
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　
放
蕩
留
學
生
の
變
種
と
「
寫
實
的
手
腕
」

　

こ
の
よ
う
に
前
近
代
思
想
か
ら
完
全
に
拔
け
出
し
き
れ
て
い
な
い
留
學
生
の
問

題
を
明
ら
か
に
し
た
張
資
平
小
說
は
、
優
れ
て
リ
ア
リ
ズ
ム
的
だ
と
言
え
る
。
こ

の
よ
う
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
は
な
い
戀
愛
の
內
實
の
描
寫
は
「
自
己
表
現
」
を
重

視
す
る
創
造
社
文
學
よ
り
、
む
し
ろ
放
蕩
留
學
生
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
通
俗

小
說
『
留
東
外
史
』
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
な
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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前
述
し
た
通
り
、
留
學
生
が
「
吹
要
警
拉
强
」（
だ
ぼ
ら
、
脅
廹
、
警
察
と
の
結
託
、

ポ
ン
引
き
、
暴
力
）
と
い
っ
た
手
口
を
使
っ
て
日
本
の
下
層
女
性
を
輕
率
に
も
て

あ
そ
ん
で
捨
て
る
惡
行
を
赤
裸
々
に
暴
露
し
た
向
愷
然
に
對
し
、
新
文
學
者
た
ち

は
大
抵
否
定
的
な
評
價
を
與
え
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
外
史
』
は
世
に
出
た
直
後

は
舊
文
學
・
鴛
鴦
蝴
蝶
派
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
舊
の
二
分

法
は
文
學
史
の
主
流
を
形
作
っ
て
い
る
が
、
董
炳
⺼
は
『
外
史
』
は
「
寫
實
性
」

と
國
民
性
の
批
判
な
ど
の
側
面
で
「
新
文
學
の
要
素
」
を
含
ん
で
い
る
と
論
じ
て

い
る（

（4
（

。
ま
た
、
中
村
み
ど
り
も
『
外
史
』
の
放
蕩
女
學
生
像
に
は
日
本
の
新
聞
に

描
か
れ
た
女
學
生
の
ゴ
シ
ッ
プ
や
、
大
衆
小
說
に
出
て
く
る
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
影
が
あ
り
、
時
勢
を
捉
え
た
一
面
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。

　

張
資
平
は
ロ
マ
ン
主
義
を
旗
印
と
し
た
初
期
創
造
社
の
一
員
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
が
、
彼
は
社
團
內
部
で
は
通
俗
的
な
作
品
を
書
く
寫
實
派
と
み
な
さ
れ
て
い

た（
（4
（

。
彼
の
小
說
は
、
當
時
の
新
聞
に
よ
く
現
れ
た
留
學
生
が
下
層
の
日
本
女
性
を

見
捨
て
る
パ
タ
ー
ン
を
取
り
上
げ
、
彼
女
た
ち
か
ら
流
行
的
體
驗
あ
る
い
は
肉
欲

の
慰
め
を
求
め
る
留
學
生
の
姿
を
描
い
た
。
ま
た
、
彼
は
大
正
社
會
で
流
行
し
て

い
た
女
性
誌
や
英
語
の
歌
な
ど
の
間
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
、
戀
す
る
日
本
人
女
性

の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
多
樣
な
社
會
情
報
を
吸
收
し
て
留
學
生
の
戀
愛

の
「
眞
實
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
張
資
平
の
小
說
に
は
『
外
史
』
と
の

共
通
點
が
多
い
。
張
が
『
外
史
』
を
高
く
評
價
し
た
原
因
も
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
、『
外
史
』
序
文
に
論
さ
れ
て
い
る
通
り
、
向
愷
然
の
目
的
は
た
と
え

自
ら
の
衟
德
を
犧
牲
に
し
て
も
「
惡
黨
と
宣
戰
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た（

（4
（

。
留
學
生

の
惡
行
を
描
い
た
の
は
、
彼
ら
の
「
淫
亂
」
を
批
判
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
價
値
判
斷
は
、
第
一
節
で
紹
介
し
た
中
國
の
新
聞
記
事
や
政
府
の
章
程
と
根

本
的
な
類
似
性
が
あ
り
、
戀
愛
を
下
品
な
肉
欲
と
一
括
り
に
す
る
傳
統
的
な
考
え

方
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、『
外
史
』
に
は
日
本
人
女
性
を
淫
亂
な
賣
春
婦
と
し

て
歪
曲
し
、
國
民
的
な
鬱
屈
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
思
惑
も
あ
っ
た（

（4
（

。「
一
途
な
女

性
」
と
「
搖
れ
る
男
性
」
を
炙
り
出
し
た
張
資
平
の
「
寫
實
的
手
腕
」
は
、
こ
う

し
た
傳
統
的
か
つ
民
族
主
義
的
な
視
線
と
は
一
線
を
畫
す
る
も
の
だ
。

　

何
よ
り
も
、
張
資
平
は
作
家
自
身
の
先
入
觀
あ
る
い
は
感
情
を
控
え
、
人
物
の

行
動
と
心
理
を
客
觀
的
に
描
こ
う
と
し
た
。
地
質
學
を
專
攻
し
て
い
た
彼
は
留
學

生
の
戀
愛
を
科
學
的
な
用
語
で
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。「
她
悵
望
着
祖
國
的
天

野
」
で
は
、
一
時
的
な
性
的
滿
足
を
求
め
た
Ｈ
が
目
標
を
達
成
し
た
後
、「
秋
兒

を
愛
す
る
熱
情
は
す
で
に
放
物
線
（Vertex

）
の
頂
點
を
過
ぎ
て
段
々
と
下
が
っ

て
い
く（

（4
（

」
と
描
い
た
。
科
學
者
が
硏
究
對
象
を
觀
察
す
る
よ
う
な
客
觀
的
な
敍
述

か
ら
は
、
揶
揄
や
非
難
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た

敍
述
の
態
度
は
民
族
的
感
情
か
ら
自
由
で
あ
り
、
留
學
生
と
日
本
人
女
性
の
關
係

を
中
立
的
に
描
寫
す
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
。「
一
班
冗
員
的
生
活
」
で
程
君
と

綾
英
が
互
い
が
疑
い
、
二
人
の
間
に
は
「
ま
る
で
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、
互
い

を
は
っ
き
り
見
え
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
も
そ
の
一
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。

張
資
平
は
あ
く
ま
で
傍
觀
者
と
し
て
戀
愛
雙
方
の
隔
た
り
や
疎
遠
を
見
詰
め
た
の

だ
っ
た
。

　

作
家
自
身
の
價
値
判
斷
の
代
わ
り
に
、
張
資
平
は
人
物
の
內
心
に
深
く
入
り
込

ん
で
そ
の
葛
藤
や
矛
盾
を
「
解
剖
」
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
動
搖
し
た
留
學

生
の
心
象
風
景
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
考
え
の
矛
盾
も
冷
靜
に
描
か
れ
た
。
例
え

ば
、「
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
水
」
で
父
を
失
い
、
悲
嘆
に
暮
れ
た
留
學
生
の
韋
郞
は
、

自
分
を
慰
め
て
愛
し
て
く
れ
た
下
宿
屋
の
娘
を
「
天
使
」
と
し
て
贊
美
し
た
も
の

の
、
性
的
關
係
を
結
ん
だ
後
は
彼
女
を
思
想
の
な
い
淺
薄
な
女
性
と
し
て
蔑
視
す

る
よ
う
に
な
る（

（4
（

。
韋
郞
の
認
識
の
激
變
は
「
沖
積
期
化
石
」
の
鶴
鳴
の
心
中
に
お

け
る
戀
人
が
「
聖
女
」
か
ら
「
た
だ
の
娘
」
へ
と
變
貌
し
た
事
と
重
な
り
合
う
も



嚙
み
合
わ
ぬ
愛

一
九
九

の
で
、
共
に
留
學
生
の
戀
愛
實
踐
に
隱
さ
れ
て
い
た
性
差
の
問
題
を
反
映
に
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
誰
も
氣
に
か
け
な
い
日
常
的
な
斷
片
や
滑
稽
さ
に
目
を
留
め
る
の
も
張

資
平
の
「
寫
實
的
手
腕
」
の
重
要
な
特
徵
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
沖
積
期
化
石
」
に

描
か
れ
た
家
書
を
め
ぐ
る
小
さ
な
斷
片
か
ら
は
っ
き
り
窺
え
る
。
父
か
ら
の
手
紙

に
﨤
信
し
た
時
、
鶴
鳴
は
冒
頭
に
「
父
親
大
人
」
と
丁
寧
に
書
い
た
。
そ
れ
を
見

た
如
嫣
は
、
も
う
成
人
し
て
い
る
彼
が
な
ぜ
父
を
「
大
人
」
と
す
る
の
か
分
か
ら

ず
、
鶴
鳴
を
「
ば
か
な
子
」
と
し
て
嘲
笑
し
た
。
こ
の
滑
稽
な
デ
ィ
テ
ー
ル
は
如

嫣
が
中
國
語
と
日
本
語
の
「
大
人
」
の
意
味
を
混
同
し
て
生
ま
れ
た
誤
解
で
あ
る
。

だ
が
、
父
に
戀
愛
の
狀
況
な
ど
報
吿
す
る
必
要
は
な
い
の
に
、
彼
の
父
は
な
ぜ
息

子
の
戀
愛
に
干
涉
す
る
の
か
と
い
っ
た
如
嫣
の
戶
惑
い
と
結
び
つ
け
る
と
、
こ
の

「
大
人
」
に
つ
い
て
の
描
寫
は
日
中
の
戀
愛
槪
念
の
「
溫
度
差
」
に
繫
が
り
、
ま

だ
親
に
從
う
習
慣
か
ら
拔
け
切
れ
て
い
な
い
中
國
人
留
學
生
の
未
熟
さ
を
日
本
人

女
性
の
目
を
通
じ
て
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

留
學
生
の
心
理
と
日
常
的
な
瑣
事
を
細
か
く
綴
っ
た
の
は
周
り
の
留
學
生
に
取

材
し
た
結
果
だ
け
で
は
な
い
。「
私
的
創
作
經
過
」
に
よ
れ
ば
、
張
資
平
は
自
分

の
戀
愛
體
驗
も
「
直
觀
的
に
延
長
」
し
て
利
用
し
て
い
た（

（4
（

。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
、

彼
は
自
分
が
日
本
人
女
性
に
求
愛
し
た
經
過
や
感
想
を
小
說
の
素
材
と
し
て
記
錄

し
、
日
本
人
女
性
か
ら
受
け
取
っ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
創
作
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
活
か
し
た
と
囘
想
し
て
い
る
。
ま
た
、
敎
會
に
行
っ
て
敬
虔
に
祈
り
も
し
た

が
、
ほ
ぼ
每
晚
カ
フ
ェ
で
女
給
と
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
た
と
い
う
自
ら
の
矛
盾
も
創

作
の
材
料
と
な
っ
た
。
張
資
平
の
囘
想
か
ら
、
彼
は
自
分
自
身
も
觀
察
の
「
サ
ン

プ
ル
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
自
ら
の
戀
愛
體
驗
を
巧
み
に
作
品
に
取
り

入
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

自
分
も
含
め
て
留
學
生
の
戀
愛
實
踐
を
客
觀
的
に
觀
察
し
、
精
密
に
「
解
剖
」

し
た
結
果
、
張
資
平
の
戀
愛
小
說
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展
開
や
精
密
な
構
成
で
は

な
く
、
む
し
ろ
平
凡
で
滑
稽
な
日
常
の
斷
片
を
主
要
な
要
素
と
し
て
い
る
。
彼
が

描
い
た
留
學
生
は
惡
行
を
働
い
て
衟
德
的
な
不
安
を
全
く
感
じ
な
い
『
外
史
』
の

放
蕩
留
學
生
と
は
異
な
り
、
戀
人
と
の
距
離
や
自
ら
の
矛
盾
と
い
っ
た
問
題
を
抱

い
た
生
身
の
存
在
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
描
寫
を
通
じ
て
、
張
資
平
の
「
觀
察
」
は
誇
張
さ
れ
た
抽
象
的
な
符

號
や
經
驗
的
な
先
入
觀
を
放
棄
し
、
具
體
的
で
複
雜
な
、
本
來
の
生
活
の
姿
を
再

現
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
言
え
る
。
そ
れ
は
絕
對
的
な
も
の
の
代
わ
り
に
相
對
的

な
現
實
を
摑
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
寫
實
的
手
腕
こ
そ
、
張
資
平
の
戀
愛

描
寫
が
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
留
學
生
像
あ
る
い
は
『
外
史
』
に
お

け
る
「
間
夫
／
賣
春
婦
」
の
造
形
と
い
っ
た
公
式
的
な
「
型
」
か
ら
拔
け
出
し
、

日
本
と
中
國
、
前
近
代
と
近
代
の
狹
間
に
あ
る
國
際
戀
愛
の
複
雜
的
な
現
實
を
炙

り
出
す
こ
と
が
で
き
た
理
由
だ
ろ
う
。

終
わ
り
に

　

日
本
と
い
う
自
由
戀
愛
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
お
い
て
、
封
建
制
度
の
束
縛
か
ら
解

き
放
た
れ
た
中
國
人
留
學
生
は
近
代
的
な
精
神
に
憧
れ
、
日
本
人
女
性
と
と
も
に

自
由
戀
愛
を
體
驗
し
始
め
た
。
し
か
し
、
前
近
代
思
想
の
殘
滓
や
國
家
政
策
の
抑

壓
に
よ
り
、
彼
ら
の
戀
愛
は
婚
姻
や
責
任
か
ら
遊
離
し
、
流
行
的
享
樂
に
留
ま
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
を
如
實
に
描
き
出
し
た
張
資
平
小
說
は
中

國
人
が
戀
愛
と
出
會
っ
た
際
の
問
題
を
掬
い
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
の
一
九
二
〇
年
代
初
め
の
三
作
で
は
、
芯
の
强
い
日
本
人
女
性
に
對
し
て
、

靈
肉
衝
突
や
經
濟
的
危
機
と
い
っ
た
惱
み
を
抱
く
留
學
生
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
自
分
の
苦
痛
を
日
本
人
女
性
の
重
た
い
愛
の
せ
い
に
し
て

葛
藤
す
る
パ
タ
ー
ン
も
描
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
一
途
な
女
／
搖
ら
ぐ
男
」
の



日
本
中
國
學
會
報
　
第
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六
集

二
〇
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構
圖
は
根
本
的
な
價
値
觀
の
齟
齬
を
表
し
た
だ
け
で
な
く
、
前
近
代
的
な
「
情
」

か
ら
近
代
的
な
「
戀
愛
」
へ
と
轉
換
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
中
國
人
男
性
が
感

じ
た
動
搖
と
抵
抗
感
を
明
ら
か
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

創
造
社
同
人
の
「
叶
わ
ぬ
戀
愛
」
に
比
べ
る
と
、
留
學
生
戀
愛
の
影
の
面
を
浮

き
彫
り
に
し
た
張
資
平
の
創
作
は
、
む
し
ろ
放
蕩
留
學
生
像
を
綴
っ
た
『
留
東
外

史
』
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
張
は
『
外
史
』
の
「
女
を
弄
ぶ
留
學
生
／
淫

亂
な
日
本
人
女
性
」
と
い
う
「
型
」
を
鵜
吞
み
に
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の

感
情
や
價
値
判
斷
の
代
わ
り
に
、
留
學
生
の
戀
愛
實
態
を
觀
察
し
、
人
物
の
葛
藤

や
矛
盾
を
冷
靜
に
「
解
剖
」
し
て
戀
愛
生
活
の
細
部
を
丹
念
に
綴
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
寫
實
的
手
腕
に
よ
っ
て
、
張
資
平
の
作
品
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
留
學

生
戀
愛
像
と
距
離
か
ら
置
き
、
生
々
し
い
戀
愛
の
現
場
に
廹
っ
て
い
る
の
だ
。

　

戀
愛
を
め
ぐ
る
中
國
人
の
近
代
體
驗
に
あ
る
問
題
を
掘
り
起
こ
し
、
等
身
大
の

日
本
人
女
性
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
張
資
平
小
說
の
新

機
軸
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
實
踐
は
、
自
己
發
見
と
個
人
の
解
放
を

目
指
し
た
五
四
時
代
の
神
聖
で
理
念
的
な
戀
愛
言
說
か
ら
は
大
い
に
乖
離
し
て
い

た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
近
代
中
國
人
が
戀
愛
と
出
會
っ
た
際
の
現
實
的
な
風
景
の
發

見
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

歸
國
後
も
寫
實
の
態
度
を
抱
き
續
け
た
張
資
平
は
さ
ら
に
近
代
中
國
の
自
由
戀

愛
、
性
解
放
の
潮
流
を
背
景
に
し
た
若
い
男
女
の
姿
を
炙
り
だ
す
小
說
を
書
い
た
。

李
長
之
は
彼
が
近
代
中
國
靑
年
の
婚
姻
問
題
を
摑
ん
だ
と
論
じ
て
い
る
し（

（4
（

、
近
年

の
硏
究
も
張
資
平
小
說
が
自
由
戀
愛
の
理
想
が
現
實
に
向
き
合
っ
た
際
に
生
じ
る

問
題
に
直
面
し
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。
張
資
平
の
創
作
全
體
か
ら
見
る
と
、
留
學

生
の
戀
愛
問
題
を
取
り
上
げ
た
日
本
で
の
創
作
は
彼
が
「
寫
實
的
手
腕
」
を
獲
得

し
た
原
點
で
あ
り
、
五
四
時
代
の
個
人
解
放
や
戀
愛
神
聖
を
相
對
化
し
た
起
點
で

も
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

㊟（
1
）　

楊
聯
芬
「「
戀
愛
」
之
發
生
與
現
代
文
學
觀
念
變
遷
」（『
中
國
社
會
科
學
』
第
一

期
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
〇
頁
）
を
參
照
。

（
2
）　

張
資
平
の
戀
愛
經
驗
に
つ
い
て
は
「
我
的
創
作
經
過
」（『
資
平
自
述
―
張
資
平

自
傳
』、
江
蘇
文
藝
出
版
社
、
二
四
三
～
二
四
六
頁
）
に
詳
し
い
。

（
3
）　
「
像
黛
玉
焚
稿
般
地
，
付
了
火
」、
前
揭
『
資
平
自
述
』、
二
四
六
頁
。

（
4
）　

張
資
平
「
沖
積
期
化
石
」、
泰
東
書
局
、
一
九
二
二
年
初
版
。
本
論
で
使
用
し
た

テ
ク
ス
ト
は
張
資
平
『
沖
積
期
化
石
』（
上
海
書
店
、
一
九
八
六
年
）。
以
下
、
本
論

の
飜
譯
は
、
特
に
㊟
を
附
さ
な
い
限
り
本
論
執
筆
者
に
よ
る
。

（
5
）　

張
資
平
「
一
班
冗
員
的
生
活
」、『
創
造
』（
季
刊
）
第
一
卷
第
三
期
、
一
九
二
二

年
。
本
論
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
張
資
平
『
愛
之
焦
點
』（
上
海
書
店
、
一
九
八

九
年
）
一
～
三
八
頁
。

（
6
）　

張
資
平
「
她
悵
望
着
祖
國
的
天
野
」（
彼
女
が
祖
國
の
天
野
に
焦
が
れ
る
）、『
創

造
』（
季
刊
）
第
一
卷
第
一
期
、
一
九
二
二
年
。
本
論
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
張

資
平
『
愛
之
焦
點
』（
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
）
一
～
三
二
頁
。

（
7
）　

北
村
透
谷
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」『
女
學
雜
誌
』、
三
〇
三
號
、
三
〇
五
號
、
一
八

九
二
年
。
厨
川
白
村
『
近
代
の
戀
愛
觀
』、
一
九
二
二
年
、
改
造
社
。

（
8
）　
「
想
向
那
些
小
燕
兒
般
的
女
學
生
追
求
戀
愛
」。
前
揭
『
資
平
自
述
』、
一
九
五
頁
。

（
9
）　

吳
可
爲
『
古
衟
長
亭
―
李
叔
同
傳
』（
杭
州
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
九
二
頁
）

を
參
照
。

（
10
）　

稻
葉
昭
二
『
郁
達
夫
―
そ
の
靑
春
と
詩
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
六

九
頁
）、
張
菊
香
・
張
鐵
荣
『
周
作
人
年
譜
』（
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

八
十
頁
）
を
參
照
。

（
11
）　
「
淸
日
連
姻
不
易
」、『
京
都
日
報
』、
第
八
百
二
十
三
號
、
第
五
頁
。

（
12
）　

豐
田
か
お
り
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
に
見
る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」（『
文
化
學
院
大
學
紀



嚙
み
合
わ
ぬ
愛

二
〇
一

要
』、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
九
頁
）
を
參
照
。

（
13
）　
「
娶
外
國
妻
」、『
時
事
新
報
』、
一
九
二
二
年
、
七
⺼
十
三
日
、
三
頁
第
一
版
。

（
14
）　
「
淸
國
留
學
生
と
風
紀
取
締
」、『
讀
賣
新
聞
』
一
九
〇
六
年
、
四
⺼
九
日
、
六
頁
。

「
夏
木
立
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
五
年
、
七
⺼
十
三
日
、
六
頁
。

（
15
）　
「
日
女
來
華
尋
戀
人
」、『
時
事
新
報
』、
一
九
二
二
年
、
二
⺼
二
二
日
、
三
頁
第
一

版
。「
痴
情
女
千
里
尋
愛
人　
賦
雙
飛
發
覺
君
㊒
婦
」、『
盛
京
時
報
』、
一
九
三
六
年
、

十
⺼
二
二
日
、
十
三
頁
。

（
16
）　
『
黃
尊
三
日
記
』（
上
）（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
八
七
頁
、
三
二
一
頁
、

三
八
九
頁
）
を
參
照
。

（
17
）　

一
九
一
〇
年
、
淸
朝
政
府
は
學
部
で
留
學
生
に
外
國
の
女
性
と
の
婚
約
お
よ
び
結

婚
を
禁
止
し
、「
以
戒
怠
荒
而
勵
進
修
」
旨
を
發
表
し
た
。（『
大
淸
法
規
大
全
』
續

編
、
第
十
七
卷
、『
中
國
近
代
敎
育
史
資
料
滙
編
』、
七
七
頁
を
參
照
）。
民
國
の
敎

育
部
は
「
名
譽
に
か
な
わ
な
い
行
動
」
が
見
ら
れ
た
場
合
、
公
費
留
學
生
に
對
し
て

隨
時
勸
吿
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
費
を
停
止
す
る
こ
と
さ
え
で
き
た
。（『
管
理
留

日
學
生
事
務
規
程
』
一
九
一
四
年
、
十
二
⺼
二
四
日
、
第
十
八
條
）。

（
18
）　
「
留
學
生
攻
揭
吴
振
麟
納
日
婦
」、『
申
報
』、
一
九
一
一
年
四
⺼
三
日
、
第
一
頁
、

第
六
版
。「
留
學
生
一
篇
大
文
章
」『
神
州
日
報
』、
一
九
一
一
年
、
四
⺼
十
三
日
、

第
二
頁
。

（
19
）　
「
咨
各
省
長
留
學
生
禁
與
外
國
人
結
婚
文
」、『
敎
育
公
報
』、
一
九
一
八
年
、
第
五

期
、
十
五
～
十
六
頁
。

（
20
）　
「
放
蕩
留
學
生
と
日
本
女
性
―
『
留
東
外
史
』
及
び
『
留
東
外
史
補
』『
留
東
新

史
』
に
つ
い
て
」（『
野
草
』
七
七
號
、
二
〇
〇
六
年
、
十
八
～
三
五
頁
）
を
參
照
。

（
21
）　
『
留
東
外
史
』
の
第
一
集
は
一
九
一
六
年
、
第
五
集
は
一
九
一
八
年
に
民
權
出
版

部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
22
）　

夏
衍
『
懶
尋
舊
梦
錄
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
、
三
八
頁
。

（
23
）　

郁
達
夫
の
た
め
に
辯
護
し
て
く
れ
た
周
作
人
は
「『
留
東
外
史
』
は
た
だ
語
り
物

で
あ
る
が
、「
沈
淪
」
は
一
つ
の
藝
術
作
品
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
周
作
人

「
沈
淪
」『
晨
報
副
刊
』
一
九
二
二
年
、
三
⺼
二
六
日
、
一
頁
。

（
24
）　

郭
沫
若
は
張
資
平
が
『
留
東
外
史
』
を
讀
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
場
面
、
及
び

同
書
を
め
ぐ
る
二
人
の
會
話
を
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。（
郭
沫
若
「
創
造
十
年
」、

『
郭
沫
若
全
集
』
第
十
二
卷
、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
二
頁
）
を
參

照
。
ま
た
、
張
資
平
も
郭
沫
若
の
戀
愛
經
驗
を
小
說
の
素
材
と
し
て
聞
い
た
こ
と
を

「
創
造
季
刊
時
代
」
で
言
及
し
て
い
る
。
巫
小
黎
整
理
「
囘
憶
創
造
社
二
題
」（『
新

文
學
史
料
』
第
三
期
、
二
〇
二
一
年
）
一
八
～
二
七
頁
を
參
照
。

（
25
）　
「
輕
輕
的
開
了
便
所
的
門
，
他
盡
兀
兀
的
站
在
便
所
的
玻
璃
窗
口
偷
看
。
原
來
他

旅
館
里
的
浴
室
，
就
在
便
所
的
間
壁
，
從
便
所
的
玻
璃
窗
里
看
去
，
浴
室
里
的
動
靜

了
了
可
見
。
他
起
初
以
爲
看
一
眼
就
可
以
走
的
，
然
而
到
了
一
看
之
後
，
他
竟
同
被

釘
子
釘
住
的
一
樣
，
動
也
不
能
動
了
。
那
一
雙
雪
樣
的
乳
峰
！
那
一
雙
肥
白
的
大

腿
！
這
全
身
的
曲
線
！
」
郁
達
夫
「
沈
淪
」、
泰
東
圖
書
局
、
一
九
二
一
年
初
版
。

本
論
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
『
郁
達
夫
全
集
』（
第
一
卷
小
說
上
）（
浙
江
大
學
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
九
～
七
五
頁
）。
譯
文
は
駒
田
信
二
、
植
田
渥
雄
の
飜
譯

（『
郁
達
夫
・
曹
禹
』（
現
代
中
國
文
學
六
）
河
出
書
房
、
一
九
七
一
年
）
を
參
照
。

（
26
）　

李
歐
梵
『
中
國
現
代
作
家
浪
漫
的
一
代
』（
新
星
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
八
八

頁
）
を
參
照
。

（
27
）　
「
和
夢
一
樣
的
，
在
海
岸
上
藏
匿
着
的
短
短
的
生
涯
，
現
在
一
追
想
起
來
，
我
們

是
做
了
多
可
怕
的
罪
孽
喲
！
請
你
恕
我
罷
。
快
樂
的
生
活
也
只
剩
下
可
怕
的
罪
惡
的

遺
蹤
。
我
當
得
怎
樣
地
向
你
謝
罪
，
怎
樣
的
向
你
謝
罪
呢
！
啊
啊
，
我
摯
戀
的
哥

哥
！
我
自
己
是
眞
正
的
惡
魔
！
眞
正
是
可
怕
的
惡
魔
！
我
把
你
引
到
可
怕
的
地
獄
里

了
，
我
這
可
怕
的
女
人
呀
！
但
是
已
往
的
事
情
說
也
無
益
。
我
以
後
要
拼
命
做
去
，

我
們
相
互
爲
力
，
相
互
爲
慰
安
，
無
論
是
樂
是
憂
，
你
一
切
都
分
給
我
罷
。
我
們
互

爲
一
心
，
互
爲
一
體
，
共
同
把
這
一
生
之
中
短
促
的
輕
淡
的
而
且
是
苦
烈
的
戰
鬥
終

結
了
吧
。」
郭
沫
若
「
落
葉
」『
東
方
雜
誌
』、
第
二
二
卷
十
八
期
～
二
一
期
、
一
九



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
〇
二

二
五
年
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は
『
郭
沫
若
全
集
』
文
學
第
九
編
、
人
民
文
學

出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
六
七
～
一
五
九
頁
。

（
28
）　
「
漂
流
三
部
曲　
歧
路
篇
」、
前
揭
『
郭
沫
若
全
集
』
第
九
編
、
二
四
八
頁
。

（
29
）　
「
要
創
作
，
不
也
還
是
先
要
觀
察
嗎
？
」、
前
揭
郭
沫
若
「
創
造
十
年
」。

（
30
）　

史
雨
「
張
資
平
「
約
檀
河
之
水
」
と
外
國
文
學
」（『
野
草
』、
第
一
一
一
號
、
二

〇
二
三
年
）
を
參
照
。

（
31
）　

同
㊟
（
4
）、
二
〇
一
頁
、「
在
這
塊
地
方
你
衹衹
能
占
領
着
我
的
心
，
不
能
夠夠
占
領

我
的
身
體
，
傻
孩
子
！
」

（
32
）　

同
㊟
（
4
）、
二
〇
〇
頁
。「
如
嫣
像
敎
會
的
僧
正
（Bishop

）
替
鶴
鳴
行
按
手

式
。
他
的
雙
手
給
如
嫣
的
雙
手
緊
緊
的
握
着
。
他
望
着
如
嫣
的
笑
顏
默
唱
從
前
在
敎

會
裏
學
來
的
讚
美
歌
（
中
略
）
如
嫣
也
像
是
對
他
說
「
求
天
主
施
天
恩
，
保
佑
你
，

叫
你
永
遠
屬
我
…
…
阿
們
」。
鶴
鳴
的
哀
傷
，
憂
愁
，
悲
感
都
跟
着
如
嫣
替
他
施
的

洗
禮
洗
了
去
。
那
家
菜
館
是
他
的
禮
拜
堂
。
他
從
那
晚
起
每
晚
上
都
到
禮
拜
堂
去
讚

美
如
嫣
。」

（
33
）　

城
山
拓
也
『
中
國
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
世
界
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
上
海
の
リ
ア
リ
テ

ィ
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
七
二
～
七
六
頁
を
參
照
。

（
34
）　

同
㊟
（
4
）、
二
〇
七
頁
。「
你
的
光
輝
燦
爛
之
前
程
，
竟
爲
一
個
不
識
好
歹
底
女

孩
子
犧
牲
麽
？
（
中
略
）
你
忍
把
將
來
戴
最
高
榮
冠
之
名
譽
爲
一
個
尋
常
女
兒
一
擲

棄
之
麽
？
」

（
35
）　

同
㊟
（
6
）、
二
八
～
二
九
頁
。「
他
們
―
媽
媽
和
養
父
和
村
裏
人
―
說
什
麼
，

我
都
不
理
，
也
不
怕
了
。
我
衹衹
跟
你
一
個
人
去
，
我
以
後
衹衹
愛
你
一
個
人
。
你
當
我

做
什
麼
都
可
以
，
玩
物
也
好
，
奴
隸
也
好
，
衹衹
不
要
再
愛
上
第
二
個
人
，
來
厭
棄
我
。

你
不
要
我
的
時
候
，
寧
可
把
我
殺
掉
，
我
總
不
願
生
着
看
你
睡
在
第
二
個
愛
人
底
腕

上
。
你
要
知
衟
我
底
性
質
和
蛇
一
樣
的
固
執
。
我
能
夠夠
愛
人
，
也
能
夠夠
同
等
程
度
的

恨
人
！
」

（
36
）　
「
誰
能
㊒
勈
氣
笑
秋
兒
是
『
不
解
放
』，
沒
志
氣
呢
？
」、
茅
盾
（
署
名
損
）、「『
創

造
』
給
我
的
印
象
」（『
文
學
旬
刊
』、
一
九
二
二
年
、
三
七
期
、
二
頁
）。

（
37
）　

同
㊟
（
6
）、
二
〇
頁
。「
洗
去
她
从
前
一
切
底
耻
辱
」、「
安
慰
她
將
來
底
悲
寂
」。

（
38
）　The Chocolate Soldier

は
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の
『
武
器
と

人
』（
一
八
九
四
）
か
ら
改
編
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
一
九
一
三
年
に
日
本
で
上
演

さ
れ
た
。『
武
器
と
人
』
は
戰
爭
を
背
景
に
、
街
に
逃
げ
て
き
た
兵
士
と
名
家
の
令

孃
の
出
會
い
と
ロ
マ
ン
ス
を
描
い
た
風
刺
的
な
作
品
で
あ
る
。M

y H
ero

と
い
う

插
入
歌
はO

scar Straus

、
英
語
歌
詞Stanislaus Stange

に
よ
る
。
こ
の
歌
に
つ

い
て
は
「H

istoric Sheet M
usic Collection

」https://digitalcom
m

ons. 
conncoll.edu/sheetm

usic/1667/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
三
年
一
⺼
六

日
）
を
參
照
。

（
39
）　
『
婦
人
世
界
』
に
つ
い
て
は
、
石
田
あ
ゆ
う
「
大
正
期
婦
人
雜
誌
に
お
け
る
女

性
・
消
費
イ
メ
ー
ジ
の
變
遷

―
『
婦
人
世
界
』
を
中
心
に
」（『
京
都
社
會
學
年

報
』
第
九
期
、
二
〇
一
一
年
、
五
八
～
五
九
頁
）
を
參
照
。

（
40
）　

千
田
㊒
紀
『
日
本
型
近
代
家
族
―
ど
こ
か
ら
來
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
』（
二
〇

一
一
年
、
勁
草
書
房
）
十
一
～
二
七
頁
を
參
照
。

（
41
）　
『
留
東
外
史
』
の
新
文
學
的
價
値
に
つ
い
て
の
指
摘
は
董
炳
⺼
『
國
民
作
家
的
立

場
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
六
〇
～
六
九
頁
に
詳
し
い
。

（
42
）　

前
揭
「
放
蕩
留
學
生
と
日
本
女
性

―
『
留
東
外
史
』
及
び
『
留
東
外
史
補
』

『
留
東
新
史
』
に
つ
い
て
」
を
參
照
。

（
43
）　

鄭
伯
奇
は
「
張
資
平
は
寫
實
主
義
の
傾
向
を
最
も
持
ち
、
彼
の
初
期
作
品
は
人
衟

主
義
の
色
合
い
を
帶
び
て
い
る
」
と
評
價
し
て
い
る
。（『
中
國
新
文
學
大
系
』（
小

說
三
集
）
鄭
伯
奇
導
言
、
上
海
良
友
圖
書
公
司
、
一
九
三
五
年
、
十
三
頁
）
陶
晶
孫

は
彼
の
作
品
は
「
平
易
で
通
俗
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（『
牛
骨
集
』
太
平
書
局
、

一
九
四
四
年
、
一
四
七
頁
）

（
44
）　
「
與
惡
德
黨
宣
戰
」。
向
愷
然
『
留
東
外
史
』、『
中
國
近
代
小
說
大
系
』、
百
花
洲

文
藝
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
頁
。



嚙
み
合
わ
ぬ
愛

二
〇
三

（
45
）　

前
揭
『
國
民
作
家
的
立
場
』
二
六
～
三
六
頁
を
參
照
。

（
46
）　

同
㊟
（
6
）
二
七
頁
、「
愛
秋
兒
的
熱
情
既
過
了
拋拋
物
線
底
頂
點
」（Vertex

）

漸
漸
的
下
降
。

（
47
）　

張
資
平
「
約
檀
河
之
水
」（
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
水
）、『
學
藝
』
第
二
卷
第
八
期
、
一

九
二
〇
年
一
一
⺼
。
本
論
は
『
愛
之
焦
點
』（
上
海
書
店
、
一
九
八
九
年
）
六
頁
を

參
照
。

（
48
）　

同
㊟
（
2
）。

（
49
）　

李
長
之
「
張
資
平
戀
愛
小
說
的
考
察
―
「
最
後
的
幸
福
」
之
新
評
價
」、『
淸
華

週
刊
』、
一
九
三
四
年
第
四
一
卷
第
三
～
四
期
。

（
50
）　

例
を
擧
げ
る
と
、
路
楊
は
張
資
平
小
說
は
欲
望
の
中
で
「
愛
」
の
現
實
性
や
物
質

性
を
發
掘
し
、
自
由
戀
愛
が
現
實
に
直
面
し
た
際
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た

と
評
價
し
て
い
る
。「
愛
欲
書
寫
―
一
九
二
〇
年
代
中
後
期
新
文
壇
小
說
風
尙
硏

究
」（
北
京
大
學
中
國
語
言
文
學
系
、
修
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
照
。
ま
た
、

祝
世
潔
は
張
資
平
小
說
に
お
け
る
病
の
表
象
は
欲
望
の
投
影
及
び
欲
望
に
對
す
る
懲

罰
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。「
張
資
平
の
戀
愛
小
說
と
「
病
」」、（『
中
國
文
學
報
』

第
九
四
册
、
五
五
～
八
二
頁
）
を
參
照
。


